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心のどこかで続いていた自粛モードも、様々なイベントに開放感と活気が戻り、軒並み開催がされたこ

とで、やっと乗り越えられたことを実感した一年でした。そしてこの前へ進もうとする流れにどうやって乗

っていくかが今年度の私たちの挑戦でもあります。小学校での福祉授業やボッチャの講師派遣、社協と

のボランティア講座開催等すべてが一歩一歩やってきたことの成果です。私たちの活動はすべて、地域

活動支援センターに通う利用者があってこそ成り立っています。だからこそ「人財」である障がい当事者

たちと共に事業の継続と更なる発展を目指し、また SNSを通して情報を発信し、多くの方にもっともっと

取り組んでいる姿を見てもらいたいと思います。               理事長 安田 孝高 

●講師をしていて嬉しかった事を紹介しま

す。新百合ヶ丘駅で、小学生男の子から声を

かけてくれた事がありました。南生田小に昨

日来てくれた人ですよねと声をかけてくれた

事がありました。勇気を出して声をかけてくれ

たんだろうなと思い、講師人の気持ちが通じ

てる事にも感動でした。   久米 葉子 

●私の時代には無かった福祉授業。子供達がすごく積極的

で質問の多さにびっくりしました。受けた子達が大きくなっ

てからも覚えているかはわからないけど。街で車椅子の人

や杖ついている人などを見てあの時あんなこと言ってたな

と少しでも思い出してくれたら良いのかな。東京オリンピッ

ク前後からテレビでよく聞く多様化という言葉。テレビでは

なんとなく上部だけに聞こえてしまうけど私たちの声を生

で聞いた子ども達がこれから大きくなって少しでも私たち

障がいのある人の声を覚えてくれていたら       

きっともっといい社会になるんじゃないかな。 

 

 

 

いっぽ舎のメンバーから昨年に引き続き 2名

の選手が選ばれました。噴煙吹きあがる桜島

の力強さを受け、今までの練習の成果を発揮 

 

 

全国障害者スポーツ大会 

燃ゆる感動かごしま大会 

 
結 果 報 告

してきました。全国的に

ボッチャのレベルが上が

っている中、3位という

結果となり、まだまだ先

へがあることを感じ、改

めてボッチャの魅力には

まるお二人でした。 

小学校への福祉授業に

 

 

登戸小学校 2年生が、今年もやってきまし

た。たくさんの質問と元気をもらいました。 

町探検

 

 

井上 貴子 
 

日頃の練習の成果を発揮する

ため、ユニバーサルボッチャ

大会チャレンジの部に出場！

決勝トーナメントに進出し、 

見事 4位入賞。       

おめでとうございます。 
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 インスタグラムやってます。

いっぽいっぽでの 

活動の様子をア 

ップしていますので、 

是非ご覧ください。  

ボッチャ川崎代表 

星野選手と桑原選手 

 


